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取組の概要

交通と観光との共創による北海道MaaS構築人財育成事業 応募様式ア

公益社団法人 北海道観光機構
事業の基礎情報

事業実施地域 北海道

人材育成の対象 道内の自治体・交通事業者・交通関係団体・経済団体・観光団体など

人材育成の手法
北海道が目指すMaaSのあるべき姿（グランドデザイン／GD）の議論を通じた関係者の視座およびMaaS政
策設計力の向上。道内外事例視察＋フィールドワーク（FW)＋課題議論を通じた課題解決力の向上。

人材育成の内容 道内での広域的なMaaSの実証・実装に向けた人材（人財）の育成

想定育成人数 100名程度

北海道では一部の自治体や交通事業者を中心とした生活交通MaaSの取組は行われているが、観光と共創する取組は不足し、かつ
MaaSは道内において広域的取組には至っていない。R5年度事業を通じて、「交通事業者間、交通事業者と行政間の合意形成上の
課題」や「利用者の目線で見た際の課題」が明確になったので、R6年度の本事業においては、これらの課題解決に向けた北海道が目指
すMaaSのあるべき姿の深堀と幅広い関係者に対する理解を底上げし、北海道において「交通と観光との共創による北海道MaaS」の
構築を図る人材（人財）の育成を行うことを目的とする。

・GDを議論し立案することで、MaaSの政策設計ができる人材（人財）を育成する。
・道外先行事例を視察し、参加者がデータの利活用状況や現地の生の声を聴取するとともにFWを実施。道内におけるFWは交通が脆
弱な地域で行う。それぞれのFW実施地では、地元関係者と協力して北海道MaaSの構築に向けた議論を行い、参加者の課題解決
力の向上を図る。
・前年度事業の結果や道内外MaaSの決済・システム等を整理。また交通関連データや有識者意見等を還元し、GD議論に活用する。
・道内自治体・観光協会・交通事業者等と議論することで、交通と観光分野において共創すべき課題を掘り起こす。共有した課題は、
GD議論や今後の事業展開に活用し、成果周知を通じて関係者の視座向上と知見育成を行う。

・総括セミナーでは北海道MaaSの実証・実装に向けた提言を行い、R7年度につなげる。



（事業により見込まれる効果）

（事業実施手順・スケジュール）

（補助事業実施後の予定）

取組の詳細

応募様式ア

R5年度事業を通じて創出した「交通と観光との共創による北海道プラットフォーム」を活用した、北海道MaaSのGD議論・立案や、道
内外視察＋FW・課題議論などを通じて、道内地域の交通・観光課題解決に向けた人材（人財）を育成し、今後の道内広域MaaS
の実証・実装につなげる。またR5年度事業ならびに本事業で構築した他分野、他地域との人的ネットワークを活用することにより、北海
道における持続可能な交通と観光の課題を解決する。

・本事業終了後もプラットフォームメンバーや事業における連携先との協議を継続し事業の深化を図っていく。
・プラットフォーム間の連携により、本取組によるノウハウを活かした事業策定などが自走できるコミュニケーション環境を整備していくことで、
道内でのMaaS取り組みを促進し、広域的な取り組みにつなげる。これらの取り組みを通じて「交通と観光との共創による北海道プラット
フォーム」事業を軌道に乗せ、R7年度以降の実証・実装につなげる。
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